
学
校
給
食
調
理
場
整
備

に
つ
い
て
、
旧
市
町
村
に
出
向

い
て
の
積
極
的
な
説
明
会
の
開

催
と
自
校
方
式
に
近
い
調
理
場

に
な
る
よ
う
２
０
０
０
食
４
カ

所
の
規
模
縮
小
を
提
案
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
実
施
、
検
討
状

況
を
伺
い
ま
す
。

育
成
会
役
員
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会
等
で
説
明
し
、

各
地
区
か
ら
の
依
頼
が
あ
れ
ば

出
向
い
て
説
明
を
行
う
旨
を
伝

え
ま
し
た
。
規
模
縮
小
の
可
能

性
、
安
全
な
食
材
の
提
供
な
ど

に
つ
い
て
再
検
討
を
行
い
、
27

日
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
詳

し
く
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

７
簡
易
水
道
事
業
の

統
合
作
業
の
進
捗
状
況
は

議
員
　
水
道
料
金
は
５
年
を
目

途
に
調
整
し
て
き
た
が
平
成
23

年
度
の
新
料
金
は
４
通
り
で
調

整
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
平
成

29
年
度
に
北
橘
地
区
に
合
わ
せ

る
と
小
野
上
地
区
は
１
１
３
・

９
％
の
値
上
げ
に
な
り
、
市
民

生
活
無
視
の
計
画
で
あ
る
。
条

例
改
正
を
行
い
、
計
画
の
変
更

を
求
め
る
。
合
わ
せ
て
水
道
料

金
値
上
げ
の
イ
メ
ー
ジ
図
の
変

更
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
。

水
道
部
長
　
新
料
金
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
料
金
算
定
期
間
と
し
て

お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
料
金
の

条
例
改
正
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
イ
メ
ー
ジ
図
に
つ
い
て
は
、

確
定
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
イ
メ
ー
ジ
図
は
訂

正
し
ま
す
。

現
行
の
水
道
料
金
体
系

は
、
基
本
料
金
体
系
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
10
„
ま
で
は
逆

に
料
金
の
値
下
げ
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
後
の
対
応
と

し
て
、
財
政
状
況
を
見
る
こ
と

が
重
要
な
た
め
、
庁
内
で
十
分

調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

釧
路
市
で
は
、
合
併
地
域
の

振
興
と
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。市

政
へ
の
住
民
意
思
の
反
映

や
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
地
域
協
議
会
を
設
置
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
町
内
会
組
織
・
活

動
の
充
実
を
図
り
、
自
治
会
と

行
政
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
し

た
公
共
交
通
利
用
券
の
作
成
・

活
用
の
促
進
、
全
市
一
斉
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
推
進
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た
実

証
運
行
事
業
な
ど
を
行
い
、
公

共
交
通
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
街

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
の

強
化
を
課
題
と
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

６
月
28
日
か
ら
30
日
の
日
程
で
、

北
海
道
稚
内
市
と
旭
川
市
に
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

稚
内
市
で
は
、
人
口
減
少
に

伴
う
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
に
対
す

る
施
策
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
中
央
地
区
の
駅
前
や
港
湾

の
再
開
発
を
行
い
、
空
き
店
舗
、

空
き
家
を
高
齢
者
の
住
居
と
し

て
提
供
し
、「
高
齢
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
住

環
境
の
整
備
」
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。

旭
川
市
で
は
、
指
定
管
理
者

制
度
を
視
察
。
現
在
、
７
４
５

の
公
の
施
設
が
あ
り
、
こ
の
う

ち
５
４
６
の
施
設
に
つ
い
て
導

入
し
て
い
ま
す
。

制
度
導
入
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
を
含
め
た
事
業
費

の
削
減
が
あ
げ
ら
れ
、
導
入
前

に
比
較
し
、
全
体
で
事
業
費
の

８
％
に
当
た
る
約
２
億
円
の
経

費
が
節
減
と
な
り
、
職
員
数
は

35
人
程
度
を
削
減
で
き
た
と
の

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
委
託
料

を
す
べ
て
の
施
設
に
支
払
っ
て

お
り
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
利

用
料
金
収
入
だ
け
で
運
営
で
き

な
い
な
ど
、
多
く
の
課
題
も
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

南
雲
　
鋭
一

議
員

一 般 質 問一 般 質 問
議
員

議
員

学
校
給
食
調
理
場
の
規
模
縮
小
と

水
道
料
金
の
統
一
は

水道料金の統一は市民の暮らしを考えて

教
育
部
長

水
道
部
長

市
長

総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
、

７
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

北
海
道
北
見
市
と
釧
路
市
の
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

北
見
市
で
は
、
お
ん
ね
ゆ
温

泉
花
の
エ
リ
ア
事
業
に
つ
い
て

視
察
し
、
地
域
住
民
が
力
を
合

わ
せ
協
働
に
よ
り
温
泉
市
街
地

の
中
を
花
の
エ
リ
ア
に
し
、
温

泉
の
大
き
な
観
光
資
源
に
育
て

よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

市
民
経
済
行
政
視
察

北
海
道
稚
内
市
・
旭
川
市

総
務
企
画
行
政
視
察

北
海
道
北
見
市
・
釧
路
市



道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

経
営
方
針
実
現
の
た
め
７
つ
の

基
本
方
針
と
15
の
施
策
、
41
の

実
現
方
策
を
定
め
た
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
職

員
一
丸
と
な
っ
て
目
標
に
邁
進

し
て
い
ま
す
。

７
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
北

海
道
函
館
市
と
青
森
県
む
つ
市

の
２
カ
所
の
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

函
館
市
で
は
、
平
成
13
年
に

制
定
さ
れ
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。
す
べ
て
の
市
民
が
地
域
で

相
互
に
支
え
合
い
、
自
ら
の
意

志
で
自
由
に
行
動
し
、
広
く
社

会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
公
共

的
施
設
を
対
象
と
し
た
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
費
補
助

金
は
、
整
備
基
準
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
た
め
、
思
っ
た
よ
り
補

助
実
績
が
上
が
ら
ず
、
現
在
新

し
い
整
備
基
準
で
の
条
例
改
正

を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

む
つ
市
で
は
、
児
童
生
徒
数

の
推
移
や
学
校
の
統
廃
合
等
、

山
積
す
る
教
育
課
題
へ
の
適
切

な
対
応
を
目
的
と
し
て
平
成
19

年
に
策
定
さ
れ
た
む
つ
市
教
育

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。
小
中
一
貫
教
育
を
基
本
と

し
た
教
育
プ
ラ
ン
で
、
９
年
間

の
連
続
し
た
学
び
の
中
で
一
人

一
人
の
可
能
性
の
最
大
限
の
伸

長
を
図
り
、
そ
の
効
果
と
し
て

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
や
人
間
関
係
づ

く
り
の
心
理
的
負
担
の
解
消
な

ど
を
期
待
す
る
も
の
で
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
長

を
含
む
８
人
で
、
８
月
３
日
か

ら
５
日
ま
で
、
広
島
県
三
次
市

と
島
根
県
浜
田
市
の
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

調
査
事
項
は
、
合
併
後
の
議

会
運
営
と
議
員
定
数
で
す
が
、

主
に
議
員
定
数
に
つ
い
て
の
調

査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
島
県
三
次
市

広
島
県
北
東
部
の
丘
陵
地
帯

に
位
置
し
、
平
成
16
年
４
月
１

日
、
三
次
市
と
４
町
３
村
が
新

設
合
併
し
ま
し
た
。
今
年
４
月

現
在
の
人
口
は
、
５
万
８
千
余

人
で
、
面
積
は
約
７
８
０
‡
で

す
。合

併
後
最
初
に
行
わ
れ
た
市

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
旧
８
市

町
村
の
区
域
ご
と
に
選
挙
区
を

設
け
、
定
数
特
例
を
適
用
し
、

38
人
の
定
数
と
し
ま
し
た
。
次

の
選
挙
か
ら
は
定
数
を
26
人
と

定
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

島
根
県
浜
田
市

島
根
県
西
部
の
日
本
海
に
面

し
、
平
成
17
年
10
月
１
日
、
浜

田
市
ほ
か
３
町
１
村
が
新
設
合

併
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
現
在

の
人
口
は
６
万
人
余
で
、
面
積

は
約
６
９
０
‡
で
す
。
合
併
後
、

最
初
に
行
わ
れ
た
選
挙
で
は
、

旧
市
町
村
ご
と
に
選
挙
区
を
設

け
、
定
数
は
定
数
特
例
を
適
用

し
36
人
と
し
ま
し
た
。

２
回
目
以
降
の
選
挙
で
は
、

新
市
の
一
体
感
醸
成
の
た
め
、

選
挙
区
を
設
け
な
い
で
28
人
と

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

７
月▽

12
日
〜
14
日
　
教
育
福
祉

常
任
委
員
会
が
北
海
道
函
館

市
・
青
森
県
む
つ
市
へ
行
政

視
察

▽
20
日
　
県
議
会
厚
生
文
化

常
任
委
員
会
が
視
察
来
庁

▽
28
日
〜
30
日
　
総
務
企
画

常
任
委
員
会
が
北
海
道
北
見

市
・
釧
路
市
へ
行
政
視
察

８
月▽

３
日
〜
５
日
　
議
会
運
営

委
員
会
が
広
島
県
三
次
市
・

島
根
県
浜
田
市
へ
行
政
視
察

９
月▽

29
日
　
熊
本
県
山
鹿
市
議

会
が
視
察
来
庁

10
月▽

14
日
　
愛
知
県
常
滑
市
議

会
が
視
察
来
庁

建
設
水
道
常
任
委
員
会
で
は

７
名
の
委
員
に
よ
り
、
７
月
６

日
か
ら
８
日
ま
で
北
海
道
千
歳

市
と
小
樽
市
の
２
カ
所
の
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

千
歳
市
に
つ
い
て
は
、
「
防

災
体
制
の
街
づ
く
り
」
を
視
察

し
ま
し
た
。
近
年
地
震
災
害
等

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
住
民
の
防
災
知
識
の

向
上
や
自
主
防
災
体
制
の
確
立

が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
補
助
事
業
に
よ
り
体
験
を

通
し
て
防
災
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
防
災
学
習
交

流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
基
本

方
針
等
を
定
め
て
防
災
体
制
の

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
樽
市
に
つ
い
て
は
、
「
上

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
上
下
水
道
を
取
り
巻

く
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
中
、

将
来
に
向
け
て
安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
を
提
供
す
る
た
め
の

課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
更
な

る
経
営
の
効
率
化
、
良
好
な
水

環
境
の
創
造
を
目
指
し
上
下
水

教
育
福
祉
行
政
視
察

北
海
道
函
館
市
・

青
森
県
む
つ
市

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

広
島
県
三
次
市
・

島
根
県
浜
田
市

議会運営委員会の視察（島根県浜田市）

議
会
往
来

議
会
往
来

建
設
水
道
行
政
視
察

北
海
道
千
歳
市
・
小
樽
市


